
熱中症というと夏のイメージが強いと思います。しかしここ数年、酷暑や猛
暑が続き、真夏の異常な気温の上昇による熱中症の危険性は否めません。5月
は昼夜の寒暖差がまだ残って何かと体温調整が難しい時期となります。そこで
今月は急な気温上昇の慣れていないこの時期に起こりやすい“春の熱中症”に
ついて触れていきたいとおもいます。
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循環器病総合支援センター
脳卒中相談窓口だより 第6号

循環器病（脳卒中等も含む）に関する疑問や不安、
悩みに対し専従相談員（看護師）が皆様のお話を伺い
、一緒に考え問題を解決するお手伝いをしています。
対象：子供から大人まで・患者ご本人様はもちろん家
族・友人でも可・匿名相談可能・予約不要・無料・お
電話でも直接お越しいただいても結構です。

受付時間：月-金（祝日除く）9-12時・13-16時
電話番号：075-251-5824

循環器病総合支援センター・脳卒中相談窓口だより発行およびお問い合わせ先：京都府立医科大学附属病院
患者サポートセンター 循環器病総合支援センター・脳卒中相談窓口 075-251-5824

＊循環器病総合支援センター
脳卒中相談窓口のご案内＊

病院１階

＊今こそ危険な熱中症！早めの熱中症対策が大切です＊

詳しいアドバイスが聞きたい方は

熱中症予防のために今のうちから暑さに慣れるための対策を心がけ熱中症にな
りにくい体にしておくことが必要です。「暑熱順化」と言われるこの予防策は個
人差はあるものの数日から約２週間かかるといわれているのでいかに早めの対策
をしておくことが大切です。裏面におすすめの具体的な方法を提案しています。

患者
相談

②番窓口にお声かけ
ください

詳しくみてみたいなという方は

＊暑熱順化による体の変化＊
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＊暑熱順化がすすむ具体的な方法…それは適度に汗をかくようにすること＊

汗をかくと体内に熱を発散することが出来るよう
になるので暑熱順化が進みます。また、暑熱順化が
すすむとさらに発汗量や皮ふ血流量が増え、体温調
整がしやすい体に変化していきます。適度な汗をか
くためには３０分程度のウォーキングやご自宅でで
きる体操などを取り入れ心地良い汗をかきましょう
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